
木簡の中の王朝交代

古田史学の会・関西例会
令和５年 (2023) 8月19日(土)

古賀達也 (古田史学の会)

https://www.youtube.com/watch?v=cA5YSIm4o0Y

YouTube講演は、表題をクリックしてご覧になれます

https://www.youtube.com/watch?v=cA5YSIm4o0Y


芦屋市三条九ノ坪出土「 (白雉)元壬子年(652)」木簡
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飛鳥池出土「庚午年(670)」木簡 前期難波宮出土「戊申年(648)」木簡(複製)
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(前略) 墨書は表裏両面に確認でき、他の木簡とは異なり、
異筆による書き込みがある。表面側の墨書は上端から約7cmの

位置から｢戊申年｣ではじまる文字が書かれており、以下、現存
部分のみで３文字が後続していることがわかる。

また、欠損した左側面には｢戊申年□□□｣文字に対応するよ
うに墨痕や文字の一部が残っており、本来は同じ字配りで最低
でも２行以上の墨書があったことになる。｢戊申年｣上方の異筆
３文字を除いた場合、書き出し位置が低いようにみえるが、こ
れについては栄原永遠男氏が指摘するように、大型の木簡にお
おぶりの文字で書かれていたと推察される点を勘案するならば、
さほど不自然であるとはいえない。(後略)

『大阪城址Ⅱ大阪城跡発掘調査報告書Ⅱ』(2002年、大阪府文化財調査研究センター)



飛鳥池出土「庚午年(670)」木簡

飛鳥池遺跡北地区出土

「合合」○庚午年三→（「合合」は削り残
り）・○□＼○□

上端･左右両辺削り､下端折れ｡表面の左側
は剥離する｡｢庚午年｣は天智九年(六七〇)｡
干支年から書き出す木簡は七世紀では一般
的であるが､本例は書き出し位置がかなり下
方である｡共伴する木簡の年代観からみても
やや古い年代を示している｡庚午年籍の作成
は同年二月であり(『日本書紀』天智九年二
月条)､関連があるかもしれない｡ 

(奈良文化財研究所「木簡庫」)
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福岡市元岡桑原遺跡出土木簡

「壬辰年(692)韓国鉄」木簡

「大寶元年辛丑(701)」木簡
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廿
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岸
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司
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『日本書紀』に見える「采女竹良」

「采女氏塋域碑」に記された、「飛鳥浄原大朝庭の大弁官」で「直
大弐」の冠位を持つ「采女竹良卿」の名前は、『日本書紀』にも「采
女竹羅」「采女筑羅」として見える。

○（秋七月）辛未(四日)に、小錦下采女臣竹羅をもて大使
とし、當摩公楯をもて小使として、新羅国に遣わす。〈天
武十年(681年)〉

○（九月）次に直大肆采女朝臣筑羅、内命婦の事を誅(し
のびごとたてまつ)る。〈朱鳥元年(686年)〉
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元
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追
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之
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无
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不
改
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銘
夏
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心
澄
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月
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助
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作
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之
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言
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無
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長
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无
根
更
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那
須
国
造
碑
永
昌
元
年
己
丑
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八
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年
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